国際協議会報告
ガバナーエレクト　大日向豊吉

2021-22年度RI会長テーマ　
「奉仕しようみんなの人生を豊かにするために」
SERVE TO CHANGE LIVES

Covid-19の世界的なパンデミックが続く中、今年度の国際協議会はフロリダ州オーランドから史上初のネット空間、バーチャル国際協議会の開催となりました。通常会期より長い2月1日～11日となり、原則午後11時よりの本会議と午前11時よりの分科会が繰り返される形です。
また、本会議、分科会後には、同期GEが情報交換するオンライン会も開催され、アメリカ時間と日本時間、そしてオンラインと日常と二つの空間を行き来する研修となりました。
インドや近隣諸国で、識字率向上と女子のエンパワメントで大きな奉仕の実績を経験したシェカール・メータRI 会長エレクトは常に、「超我の奉仕」というロータリーの標語の下、私たちは、「もっと行動する」ために「もっと成長する」必要がある。
そこには、アルバート・アインシュタインが言った、「誰かのために生きてこそ、人生には価値がある」のように、ほかの人のために生き、世話をし、奉仕することで誰かの人生を豊かにすることは、自分の人生の最高の生き方である。
奉仕のニーズがさらに高まった今日、来るロータリー年度には、人びとのために奉仕し、その人生をより豊かにするために援助を求め、2021-22年度の私たちのテーマは、「奉仕しようみんなの人生を豊かにするために」（Serve to Change Lives）。
その奉仕活動をよりインパクトのあるものとするために、過去17年間、120万と変わらない国際ロータリーの会員数を130万人にすること、「each one, bring one」という考え方での会員増強を訴えました。
公共イメージの向上に伴って会員増強されるという考えで「ロータリー奉仕デー」の実施を全地区とロータリークラブに求めました。
また、奉仕イニシアチブに取りかかるにあたり、次年度の焦点は「女子のエンパワメント」である。
ロータリーの中核的価値観、DEI（多様性、公平さ、開放性）の「多様性」を踏まえ、不利な立場に置かれることが多い女子へのエンパワメントに取り組むことが重要である。
特に「女子」に焦点を当てることが強く示されました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
